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● 
大お

お
は
ら
え祓 

十
二
月
三
十
一
日

　

大
祓
と
は
、
半
年
間
の
罪
穢
を
祓
い
、

清
々
し
い
心
と
な
っ
て
各
自
の
勤
め
に

励
み
一
家
の
幸
福
を
増
進
せ
ん
と
す
る

意
義
深
い
行
事
で
す
。

　

形か
た
し
ろ式

に
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
書
き

身
体
を
な
で
息
を
三
度
吹
き
掛
け
初
穂

料
（
お
思
召
し
）
と
共
に
袋
に
納
め
て

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
町
内
の
神
社

総
代
か
岡
田
宮
社
務
所
迄
お
届
け
下
さ

い
。

● 

歳さ
い
た
ん
さ
い

旦
祭 

一
月
一
日

　

新
し
い
年
を
お
祝
い
し
、
今
年
も
良

い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
願
う
神
事
。

　

午
前
〇
時
よ
り
、
恒
例
の
「
福
餅
」

を
先
着
順
で
五
百
個
配
り
ま
す
。

● 

開
運
福
引
き

	

一
月
一
日
〜
三
日

一
枚
五
百
円
で
ハ
ズ
レ
な
し
。

一
等
は
羽
根
ぶ
と
ん
な
ど
が
当
り
ま
す
。

新
年
の
運
だ
め
し
に
ど
う
ぞ
。

● 

ど
ん
ど
焼
祭 

　

	

一
月
十
四
日	（
月
）
成
人
日

　

古
く
な
っ
た
〆
縄
、
門
松
等
を
焼
納

す
る
神
事
。

　

地
元
の
有
志
に
よ
る
餅
ま
き
、
神
酒

接
待
、
ぜ
ん
ざ
い
等
の
諸
行
事
が
午
前

中
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

平
成
31
年
算
賀
の
年
祝

平
成
三
十
一
年
の
厄
年

平
成
31
年
の
八
方
除

（
年
齢
は
数
え
年
）

（
年
齢
は
数
え
年
）

八
白
土
星
の
方

還
暦
　
六
十
一
才 

昭
和
三
十
四
年
生

古
稀
　
七
十
才 

昭
和
二
十
五
年
生

喜
寿
　
七
十
七
才 

昭
和
十
八
年
生

傘
寿
　
八
十
才 

昭
和
十
五
年
生

米
寿
　
八
十
八
才 

昭
和
七
年
生

卒
寿
　
九
十
才 

昭
和
五
年
生

白
寿
　
九
十
九
才 

大
正
十
年
生

生　
　

年

年
齢（
数
え
年
）

昭
和　

四　

年

九
十
一
歳

昭
和　

十
三
年

八
十
二
歳

昭
和
二
十
二
年

七
十
三
歳

昭
和
三
十
一
年

六
十
四
歳

昭
和　

四
十
年

五
十
五
歳

昭
和
四
十
九
年

四
十
六
歳

昭
和
五
十
八
年

三
十
七
歳

平
成　

四　

年

二
十
八
歳

平
成　

十
三
年

　

十
九
歳

平
成
二
十
二
年

　

十　

歳

厄 

年
（
男
）

二
十
四
才

前
厄

平
成
八
年
生

二
十
五
才

大
厄

　
　
七
年
生

二
十
六
才

後
厄

　
　
六
年
生

四
十
一
才

前
厄

昭
和
五
十
四
年
生

四
十
二
才

大
厄

　
　
五
十
三
年
生

四
十
三
才

後
厄

　
　
五
十
二
年
生

六
十
才
　

前
厄

　
　
三
十
五
年
生

六
十
一
才

大
厄

　
　
三
十
四
年
生

六
十
二
才

後
厄

　
　
三
十
三
年
生

厄 

年
（
女
）

十
八
才

前
厄

平
成
十
四
年
生

十
九
才
　

大
厄

　
　
十
三
年
生

二
十
才
　

後
厄

　
　
十
二
年
生

三
十
二
才

前
厄

昭
和
六
十
三
年
生

三
十
三
才

大
厄

　
　
六
十
二
年
生

三
十
四
才

後
厄

　
　
六
十
一
年
生

三
十
六
才

前
厄

　
　
五
十
九
年
生

三
十
七
才

大
厄

　
　
五
十
八
年
生

三
十
八
才

後
厄

　
　
五
十
七
年
生

六
十
才

前
厄

　
　
三
十
五
年
生

六
十
一
才

大
厄

　
　
三
十
四
年
生

六
十
二
才

後
厄

　
　
三
十
三
年
生

◆ 

厄
年
大
祭
　
二
月
節
分
日

目次

幸
せ
を
運
ぶ

「
子
宝
恵
方
犬
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　この子宝恵方犬は今年の恵方を向いています。子宝・安産・家内安全・厄除・
無病息災・福運・金運・仕事運・えんむすび等の御利益がいただけます。
　ご自身の干支を撫でた後に、子宝恵方犬を撫でてください。
　子宝祈願・安産祈願の方は、最後にご自身のお腹を撫でて、お子様とのご縁を
お祈りください。
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お宮参り・七五三の参拝時の着物レンタルが

0円から借りられます。
16,000円～ 四切り2枚・衣裳・

着付・ヘアメイク付（　　　　  ）
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第二十四回
岡田神社書道展

小
３

水
上　

煌
大

 

〃

田
原　

綾
乃

 

〃

村
井
虎
太
郎

 

〃

江
口　
　

葵

 

〃

坪
井　
　

紅

 

〃

安
藤
愛
梨
奈

 

〃

金
子　

桃
太

 

〃

早
川　
　

碧

 

〃

浅
海　

聡
美

 

〃

早
川　

結
衣

 

〃

中
村
奏
之
助

 

〃

角　
　

そ
ら

小
４

和
田
日
茉
莉

 

〃

秋
山　

太
志

 

〃

竹
下　

瑞
樹

 

〃

宮
本　

龍
太

 

〃

齋
藤　

碧
葉

 

〃

花
田　

修
都

 

〃

大
久
保
璃
子

 

〃

武
田
愛
梨
紗

 

〃

内
田　

晴
子

 

〃

三
好　

涼
音

 

〃

敷
田　

幹
太

小
５

恵
良　
　

楓

 

〃

前
田　

彩
晴

 

〃

楢
山　

心
絆

 

〃

重
末
貫
太
郎

 

〃

田
野　

美
空

 

〃

重
岡　

華
音

 

〃

彌
勒　

聖
日

 

〃

渡
邉　

優
子

 

〃

樋
口　
　

葵

 

〃

田
嶋　

優
奈

小
５

香
月　

美
慧

 

〃

伊
藤　
　

直

小
６

稲
又　

望
天

 

〃

岩
熊　

伶
奈

 

〃

大
坪　

心
美

 

〃

加
地　

陽
菜

 

〃

中
雄
亜
矢
香

 

〃

益
田　

称
寧

 

〃

田
邊　

紗
雪

 

〃

今
井　

乃
愛

 

〃

高
田　
　

琴

 

〃

作
間
輪
太
郎

 

〃

武
田　

も
も

 

〃

池
田　

理
音

 

〃

植
木　

彩
華

中
１

大
好　

真
由

 

〃

後
藤　

紗
希

 

〃

吉
良　

知
優

 

〃

白
澤　

愛
美

 

〃

山
下　
　

雛

 

〃

能
間　

結
菜

 

〃

藤
崎　

琴
子

 

〃

鬼
ヶ
原
正
晃

中
２

窪
田
里
菜
子

 

〃

岩
渕　

千
織

 

〃

鶴
田　

真
菜

 

〃

島
津　

紗
葉

 

〃

川
本
つ
く
も

中
３

利
光　

真
奈

 

〃

髙
田　
　

碧

 

〃

石
橋　

慧
子

 

〃

福
永　

祐
子

 

〃

下
田　

敢
介

岡
田
宮
賞

小
２

岩
熊　

里
歩

小
３

有
岡　

美
佳

小
４

石
黒　
　

聡

小
５

小
島
彩
恵
子

小
６

花
田　

愛
珠

中
１

渡
邉　
　

怜

中
２

安
部　

成
華

中
３

小
島
佳
那
子

総
代
会
長
賞

小
１

小
田　

倖
温

小
２

戸
川　

優
芽

小
３

石　
　

一
冉

小
４

下
田　

遥
介

小
５

戸
川　

咲
世

小
６

青
井　

万
桜

中
１

井
上　
　

華

中
２

秋
山　

ゆ
り

特
　
　
選

小
１

山
岸　

ゆ
ず

 

〃

槌
本　
　

慧

小
２

武
田　

美
里

 

〃

首
藤　

大
希

 

〃

梅
田　

紋
果

 

〃

藤
井
陽
奈
子

 

〃

棚
田
あ
か
り

 

〃

下
田　

淳
介

 

〃

伊
藤　
　

百

 

〃

浦
野　

真
愛

 

〃

中
鉢　

結
香

 

〃

渡
辺　

芽
生

 

〃

土
器
屋
陽
菜
乃

 

〃

重
岡　

美
音

岡お

か

の

あ

が

た

き

こ

う

県
紀
行 

⑥

西
郷
隆
盛
と

黒
田
長
溥
の
黒
崎
で
の
密
会

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
二
十
六
日
夜
、

小
倉
に
い
た
西
郷
隆
盛
は
徒
歩
で
密
か
に
黒
崎

宿
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
福
岡
藩
知
事
の

黒
田
長
知
の
養
父
で
、
元
藩
主
の
黒
田
長な
が
ひ
ろ溥
と

密
会
し
た
。

　

こ
の
八
日
前
の
十
八
日
夜
、
明
治
新
政
府

弾だ
ん
じ
ょ
う
だ
い

正
台
（
警
察
機
関
）
の
弾だ
ん
じ
ょ
う
の
だ
い
ち
ゅ
う

正
大
忠
で
あ
る
渡

辺
昇
（
大
村
藩
出
身
）
ら
の
一
団
が
博
多
に

入
っ
た
。
そ
し
て
、
福
岡
藩
会
計
掛
の
役
人
た

ち
を
逮
捕
し
た
。
こ
れ
は
、
新
政
府
が
発
行
し

た
太だ
じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
を
贋が
ん
ぞ
う造
し
た
嫌
疑
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

黒
田
長
溥
は
薩
摩
藩
島
津
家
か
ら
の
養
子

で
、
西
郷
を
抜
擢
し
た
島
津
斉
彬
の
年
下
の
大

叔
父
で
あ
る
。
幕
末
の
お
由
羅
騒
動
（
斉
彬
擁

立
派
と
島
津
久
光
擁
立
派
の
内
紛
）
の
際
に
は
、

斉
彬
を
支
援
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
当
時
鹿
児
島
藩
大
参
事
で
あ
っ
た
西
郷
の

力
を
借
り
て
、
藩
の
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し

た
。

　

西
郷
は
、
鹿
児
島
藩
知
事
の
島
津
忠
義
と
そ

の
父
の
久
光
の
許
し
を
得
て
、
七
月
二
十
五
日
、

福
岡
の
港
ま
で
来
た
。
だ
が
、
す
で
に
渡
辺
ら

政
府
の
役
人
と
逮
捕
者
が
小
倉
（
当
時
は
日
田

県
管
下
）
に
向
か
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
そ
れ

を
追
っ
て
小
倉
に
上
陸
し
た
。

　

当
時
、
長
溥
は
病
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
危
急

に
際
し
て
、
密
か
に
福
岡
か
ら
藩
領
東
端
の
黒

崎
宿
ま
で
出
て
、
こ
こ
で
西
郷
と
密
談
し
た
。

亡
き
斉
彬
の
大
叔
父
に
あ
た
る
長
溥
が
、
六
〇

歳
と
い
う
老
齢
と
病
に
も
か
か
わ
ら
ず
黒
崎
ま

で
来
た
こ
と
に
西
郷
は
感
泣
し
た
と
い
う
。

　

西
郷
は
、
長
溥
の
要
請
を
受
け
、
こ
の
一
件

が
で
き
る
だ
け
穏
便
に
済
む
よ
う
、
東
京
に
い

る
政
府
参
議
の
大
久
保
利
通
ら
に
働
き
か
け
る

な
ど
尽
力
し
た
。
だ
が
、
最
終
的
に
翌
年
の
明

治
四
年
七
月
十
一
日
、
黒
田
長
知
は
福
岡
藩
知

事
を
免
官
と
な
り
、
黒
田
家
は
東
京
に
移
住
さ

せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
最
後
の
大
名
改
易
と
も
解

釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
有あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と

栖
川
宮
熾
仁
親
王
が

福
岡
藩
知
事
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
十
四
日
の

廃
藩
置
県
の
三
日
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
熾
仁
親
王
は
県
知
事
・
県
令
と
な
っ
た
。

　

こ
の
措
置
は
廃
藩
置
県
を
断
行
す
る
に
あ

た
っ
て
の
諸
藩
に
対
す
る
新
政
府
の
見
せ
し

め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
西

郷
で
も
防
げ
な
か
っ
た
の
は
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
乙い
っ
ち
ゅ
う丑
の
獄
と
呼
ば
れ
る
福
岡
藩

の
勤
王
派
弾
圧
に
よ
り
、
同
藩
か
ら
新
政
府
要

路
に
人
材
を
送
り
込
め
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き

い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
黒
崎
宿
は
、
西
郷
隆
盛
と
も
関

わ
り
の
あ
る
、
福
岡
藩
黒
田
家
の
終
焉
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
贋が
ん
さ
つ札
事
件
の
舞
台
の
一
つ
で

あ
っ
た
。（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

学
芸
員　

守
友　

隆
）

　

七
福
神
と
い
え
ば
福
神
が
宝
船
に

乗
っ
て
海
を
渡
っ
て
い
る
絵
画
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
福
や
富
を

呼
び
寄
せ
る
縁
起
物
と
し
て
、
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

七
福
神
に
は
⑴
聖
数
で
あ
る
七
と

い
う
数
字
に
基
づ
き
、
恵
比
須
（
え

び
す
）・
大
黒
天
（
だ
い
こ
く
て
ん
）・

弁
財
天
（
べ
ん
ざ
い
て
ん
）・
布
袋

（
ほ
て
い
）・
福
祿
寿
（
ふ
く
ろ
く

じ
ゅ
）・
寿
老
人
（
じ
ゅ
ろ
う
じ
ん
）・

毘
沙
門
天
（
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
）
が

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
恵

比
須
は
、
⑵
記
紀
神
話
の
国
生
み
の

段
で
葦
の
船
に
乗
せ
て
流
さ
れ
た
蛭

子
（
ひ
る
こ
）
で
あ
り
、
ま
た
大
国

主
命
の
御
子
の
事
代
主
（
こ
と
し
ろ

ぬ
し
）
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
黒
天
は
古
代
イ
ン
ド
の

神
で
あ
り
、
仏
教
の
守
護
神
で
も
あ

る
大
黒
天
と
、
出
雲
の
大
国
主
命
と

が
習
合
し
た
神
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
弁
財
天
は
も
と
も
と

イ
ン
ド
の
河
の
神
で
あ
り
、
音
楽
を

司
る
神
様
で
し
た
が
、
日
本
に
来
て

宗
像
大
社
の
御
祭
神
で
あ
り
、
海
の

神
で
あ
る
市
杵
島
姫
命
（
い
ち
き
し

ま
ひ
め
の
み
こ
と
）
と
習
合
し
ま
し

た
。
布
袋
は
中
国
の
禅
僧
で
す
が
、

弥
勒
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
福
祿
寿
と
寿
老
人
は
中

国
の
道
教
の
神
、
毘
沙
門
天
は
多
聞

天
と
も
称
さ
れ
、
仏
教
の
四
天
王
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
神
様
も
い
れ

ば
、
外
来
の
神
様
も
お
り
、
別
々

に
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
々
が
集
め
ら

れ
、
七
福
神
信
仰
と
し
て
体
系
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
現
世
利
益
を

望
む
一
般
庶
民
の
願
い
が
あ
り
、
宗

教
を
超
え
て
広
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
全
国
各
地
で
盛
ん
な
七
福

神
巡
り
に
、
神
社
も
あ
れ
ば
、
寺
院

も
あ
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
か
ら
な

の
で
す
。

（
１
）聖
教

　

古
く
日
本
で
は
偶
数
、
特
に
八
が
好
ま
れ
聖

な
る
数
と
し
て
尊
ば
れ
た
が
、
時
代
が
下
る
と
、

大
陸
の
影
響
を
受
け
て
奇
数
（
陽
数
）、
そ
の
う

ち
特
に
七
・
五
・
三
が
縁
起
の
良
い
数
字
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）記
紀
神
話

　

記
紀
と
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を

併
せ
て
呼
ぶ
と
き
の
略
称
。『
古
事
記
』
の
上
巻
、

『
日
本
書
紀
』
の
第
一
巻
・
二
巻
に
記
さ
れ
て
い

る
神
々
に
つ
い
て
の
伝
承
を
指
し
て
い
う
。

（その66）

な
ぜ

な
ぜ

神
社
　
　
問
答

七
福
神
　
そ
の
①

 

な
ぜ
お
寺
に
も
お
祀
リ
さ
れ 

 

て
い
る
の
で
す
か
。


